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事 務 分 掌 
総 務 部 
総 務 課 

(1) 局内の人事、文書、予算及び決算に関すること。 
(2) 局内の事務事業の連絡調整に関すること。 
(3) 局の危機管理に関すること。 
(4) 経理事務に係る総合的な指導に関すること。 
(5) 経理事務に従事する人材の育成に関すること。 
(6) 会計検査の連絡調整に関すること。 
(7) 他の室及び部の主管に属しないこと。 
 
財 政 部 
財 源 課 

(1) 市債の全体計画、発行及び管理に関すること(地方公営企業関係を含む。)。 
(2) 地方交付税に関すること。 
(3) 地方譲与税、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金及び市町村移譲事務交

付金の収納に関すること。 
(4) 国の地域活性化交付金に係る申請及び収納並びに住民生活に光をそそぐ交付金

基金に関すること。 
(5) 指定都市市長会に関すること(財政に関するものに限る。)。 
(6) 市債金会計の予算及び決算その他市債に関すること。 
(7) 資金の調整及び一時借入金に関すること。 
(8) 財政調整基金に関すること。 
(9) 当せん金付証票の発行に関すること。 
(10) 横浜サポーターズ寄附金に関すること。 
(11) 部内他の課の主管に属しないこと。 
 

財 政 課 
(1) 財政運営及び予算編成に関すること。 
(2) 予算の執行管理に関すること。 
(3) 財政統計に関すること。 
(4) 予算の繰越し及び決算に関すること。 
(5) 地方公営企業の財務に関すること。 
(6) 地方自治法第 221 条第 1 項の規定による予算の適正な執行を確保するために必

要な措置に関すること。 
(7) 地方自治法第 233 条第 5 項の規定による主要な施策の報告等に関すること。 
(8) 財政事情の公表及び調査等に関すること。 
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主 税 部 
税 制 課 

(1) 税務費に関すること。 
(2) 区税務関係諸物品の調達及び配布に関すること。 
(3) 税制の調査、研究及び企画に関すること。 
(4) 税務関係の条例、規則その他の規程の立案及び解釈に関すること。 
(5) 市税に係る不服申立て及び訴訟の取扱いに関すること。 
(6) 税務に係る統計に関すること。 
(7) 市税関係歳入予算及び決算に関すること。 
(8) 市税その他徴収金の減免措置に関すること。 
(9) 横浜市固定資産評価審査委員会に関すること。 
(10) 部内他の課の主管に属しないこと。 
 
税 務 課 

(1) 市税（個人の県民税を含む。以下この部において同じ。）の賦課事務（償却資産

に係る固定資産税に係るものを除く。以下この部において同じ）の電算化に関する

こと。 
(2) 税務職員の育成に関すること。 
(3) 市税に係る普及及び啓発並びに税務に係る広報及び広聴に関すること。 
(4) 市税の賦課事務に係る指導及び審査に関すること。 
(5) 市税の賦課事務に係る犯則取締りに関すること。 
(6) 県民税徴収取扱費に関すること。 
(7) 国有資産等所在市町村交付金法(昭和 31 年法律第 82 号)に関すること(償却資産

に係るものを除く。)。 
(8) 国有提供施設等所在市町村助成交付金に関すること。 
(9) 県税交付金の収納に関すること。 
(10) 公的年金等に係る個人の市民税及び県民税の特別徴収に係る年金保険者から

の通知等（年金保険者への返納に係るものを除く。）に関すること。 
(11) 固定資産（償却資産を除く。以下この部において同じ。）の評価に係る企画及

び指導並びに価格の決定に関すること。 
(12) 特定の固定資産の評価に係る調査及び資料の収集に関すること。 
(13) 固定資産の評価調書及び概要調書に関すること。 
(14) 特別土地保有税の賦課資料の調査及び収集に関すること。 
(15) 特別土地保有税の賦課及び徴収金の徴収猶予に関すること（地方税法（昭和 25

年法律第 226 号。以下この部において「法」という。）に基づく徴収猶予及び法第

15 条の３に基づく徴収猶予の取消し等に関することを除く。）。 
(16) 特別土地保有税の賦課及び徴収金の徴収猶予に係る犯則事件（法第 15 条に基

づく徴収猶予に係るものを除く。）の調査に関すること。 
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徴 収 対 策 課 
(1) 市税（個人の県民税を含む。以下この部において同じ。）の徴収事務の電算化に

関すること。 
(2) 市税の徴収事務に係る指導及び審査に関すること。 
(3) 市税の徴収事務に係る犯則取締りに関すること。 
(4) 納税貯蓄組合に関すること。 
(5) 市税の収納対策の推進に関すること。 
(6) 未収債権の管理及び徴収促進の指導及び支援に関すること。 
 
法 人 課 税 課 

(1) 特別徴収に係る個人の市民税及び県民税の賦課資料(給与支払報告書、給与所得

者異動届出書及び公的年金等支払報告書に限る。)の調査(公的年金等支払報告書に

あっては、提出に係るものに限る。)及び収集に関すること。 
(2) 法人の市民税の賦課資料の調査及び収集に関すること。 
(3) 市たばこ税の賦課資料の調査及び収集に関すること。 
(4) 入湯税の賦課資料の調査及び収集に関すること。 
(5) 事業所税の賦課資料の調査及び収集に関すること。 
(6) 給与所得に係る特別徴収に係る個人の市民税及び県民税の賦課(減免及び証明に

係るものを除く。)に関すること。 
(7) 法人の市民税、市たばこ税、入湯税及び事業所税の賦課に関すること（税務課

の主管に属するものを除く。）。 
(8) 第１号の賦課資料の提出に係る犯則事件の調査に関すること。 
(9) 法人の市民税、市たばこ税、入湯税及び事業所税の課税の証明に関すること。 
(10) 法人の市民税の賦課に係る犯則事件の調査に関すること。 
(11) 市たばこ税の賦課に係る犯則事件の調査に関すること。 
(12) 入湯税の賦課に係る犯則事件の調査に関すること。 
(13) 事業所税の賦課に係る犯則事件の調査に関すること。 
 
 償 却 資 産 課 
(1) 償却資産に係る固定資産税の賦課資料の調査及び収集に関すること。 
(2) 償却資産に係る固定資産税の賦課に関すること。 
(3) 償却資産に係る固定資産税の課税の証明に関すること。 
(4) 償却資産に係る固定資産税の賦課に係る犯則事件の調査及び犯則取締りに関す

ること。 
(5) 償却資産の評価に係る企画及び価格の決定に関すること。 
(6) 特定の償却資産の評価に係る調査及び資料の収集に関すること。 
(7) 償却資産の評価調書及び概要調書に関すること。 
(8) 総務大臣及び神奈川県知事の配分に係る償却資産に関すること。 
(9) 国有資産等所在市町村交付金法に基づく調査に関すること(償却資産に係るもの

に限る。)。 
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納 税 管 理 課 
(1) 市たばこ税及び入湯税（以下この部において「市たばこ税等」という。）の納税

の証明に関すること。 
(2) 市たばこ税等に係る徴収金の収納に関すること。 
(3) 市税（市たばこ税等を除く。）に係る徴収金の収納状況の記録管理に関すること。 
(4) 給与所得に係る特別徴収税額の納期の特例に関すること。 
(5) 市外に所在地のある特別徴収義務者が納入すべき個人の市民税及び県民税並び

に市たばこ税等（以下この部において「市外特別徴収義務者が納入すべき市県民税

等」という。）に係る徴収金の徴収猶予に関すること。 
(6) 市たばこ税等に係る過誤納金の還付、充当及び加算金に関すること。 
(7) 市税（市たばこ税等を除く。）に係る過誤納金の還付、充当及び加算金の決定に

関すること。 
(8) 公的年金等に係る個人の市民税及び県民税の特別徴収に係る年金保険者への返

納に関すること。 
(9) 市外特別徴収義務者が納入すべき市県民税等に係る徴収金の滞納処分に関する

こと。 
(10) 市外特別徴収義務者が納入すべき市県民税等に係る徴収金の犯則事件の調査

に関すること。 
(11) 市たばこ税等に係る徴収金の欠損処分に関すること。 
(12) 市たばこ税等に係る徴収金の現金領収に関すること。 
(13) 市外特別徴収義務者が納入すべき市県民税等に係る徴収金の徴収嘱託及び受

託に関すること。  
 
契 約 部 
契 約 第 一 課 

(1) 工事、製造等請負契約に関すること。 
(2) 工事、製造等請負契約に係る入札参加資格の設定等に関すること。 
(3) 工事、製造等請負業者の業態調査等に関すること。 
(4) 工事請負等一般競争入札参加資格審査委員会及び工事請負等指名業者選定委員

会に関すること。 
(5) 工事、製造等請負の入札・契約事務に係る調整、連絡等に関すること。 
(6) 横浜市入札等監視委員会に関すること。 
(7) 工事、製造等請負契約に係る低入札価格調査委員会に関すること。 
(8) 調達契約に係る公告等に関すること。 
(9) 部内他の課の主管に属しないこと。 
 
契 約 第 二 課 

(1) 物品の購入、賃借、売払い及び修繕並びに委託並びに印刷等に係る契約に関す

ること。 
(2) 物品の購入、賃借、売払い及び修繕並びに委託並びに印刷等に係る入札参加資
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格の設定等に関すること。 
(3) 物品の購入、賃借、売払い及び修繕並びに委託並びに印刷等に係る業者の業態

調査等に関すること。 
(4) 物品供給等一般競争入札参加資格審査委員会及び物品供給等指名業者選定委員

会に関すること。 
(5) 物品の購入、賃借、売払い及び修繕並びに委託並びに印刷等の契約に係る検査

に関すること。 
(6) 物品の購入、賃借、売払い及び修繕並びに委託並びに印刷等の入札・契約事務

に係る調整、連絡等に関すること。 
(7) 委託契約に係る低入札価格調査委員会に関すること。 
 
管 財 部 
管 財 課 

(1) 公有財産関係事務に係る条例、規則その他の規程の立案及び解釈に関すること。 
(2) 公有財産の総括及びこれに必要な公有財産台帳に関すること。 
(3) 普通財産の管理に関すること(統括本部並びに他の局及び部の主管に属するもの

を除く。次号から第 6 号までにおいて同じ。)。 
(4) 普通財産の貸付け及び地上権等の設定等に関すること。 
(5) 土地及び建物の使用承認に関すること。 
(6) 土地及び建物の測量に関すること。 
(7) 公有財産の評価に関すること。 
(8) 公共事業用地費会計及び資産活用推進基金に関すること。 
(9) 横浜市土地開発公社に関すること。 
(10) 公有地の拡大の推進に関する法律(昭和 47 年法律第 66 号)の施行に関すること。 
(11) 株式、社債、地方債、国債その他これらに準ずる権利及び出資による権利の管

理及び処分に関すること。 
(12) 知的財産権の取得、管理及び処分に関すること。 
(13) 建物の損害保険及び自動車損害賠償責任保険に関すること。 
(14) 横浜市職務発明審査会に関すること。 
(15) 横浜市財産評価審議会に関すること。 
(16) 部内他の課の主管に属しないこと。 
 

資 産 経 営 課 
(1) 土地利用の基本方針及び総合調整に関すること。 
(2) 資産活用に係る基本方針に関すること。 
(3) 公共施設等の配置及び用地の取得等の総合調整に関すること。 
(4) 保有土地の利用及び活用に係る企画及び総合調整に関すること。 
(5) 行政財産の余裕部分の有効活用に係る企画及び総合調整に関すること。 
(6) 大規模な保有土地の処分に係る公募事業に関すること。 
(7) 国有地及び県有地に係る庁内の利用調整に関すること。 



7 
 

(8) 用途廃止施設に係る利用及び活用並びに処分の基本方針及び総合調整に関する

こと。 
(9) 土地情報の収集等に関すること。 
(10) 横浜市資産活用推進会議に関すること。 
 
取 得 処 分 課 

(1) 普通財産の取得及び処分に関すること(統括本部並びに他の局及び部の主管に属

するものを除く。)。 
(2) 用地の取得、借受け及び地上権の設定(以下「取得等」という。)に伴う補償基準

に関すること。 
(3) 用地の取得等及びこれに伴う補償に関すること(環境創造局及び道路局の主管に

属するものを除く。)。 
(4) 横浜市開発事業の調整等に関する条例(平成 16 年 3 月横浜市条例第 3 号。以下

「開発事業調整条例」という。)に基づく公益用地の取得に関すること。 
(5) 代替地の提供基準に関すること。 
(6) 建物移転資金融資に関すること。 
(7) 用地の取得等に係る連絡調整に関すること。 
 
 
公 共 施 設 ・ 事 業 調 整 室 
公 共 施 設 ・ 事 業 調 整 課 

(1) 公共施設の保全並びに利用及び活用に関する政策の企画、立案及び総合調整に

関すること。 
(2) 公共事業の技術的事項に係る調査及び総合調整に関すること(他の局の主管に属

するものを除く。次号及び第 4 号において同じ。)。 
(3) 公共事業のコスト縮減及び品質確保に係る調査及び総合調整に関すること。 
(4) 技術職員の技術力向上に関すること。 
(5) 技監に関すること。 
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26年度 25年度 増▲減 伸　率
千円 千円 千円 ％

214,098,599 347,237,608 ▲ 133,139,009 ▲ 38.3

26年度 25年度 増▲減 伸　率
千円 千円 千円 ％

656,308,651 630,136,282 26,172,369 4.2

※　一般会計及び局事業費の【参考】は横浜市土地開発公社負担金を除く事業費。

　

【参 考】

平成26年度　財政局関係歳出予算総括表

区　　　　　分

局 事 業 費

2.55,205,991208,892,608

一 般 会 計

市 債 金 会 計

公共事業用地費
会 計

区　　　　　分

15,851,904

特 別 会 計

公 債 費

他 会 計 繰 出 金

予 備 費

【参考】横浜市土地開発
公社負担金を除く

【参考】横浜市土地開発
公社負担金を除く

▲ 89.8▲ 139,015,781154,867,68515,851,904

214,098,599

▲ 4.1▲ 670,78116,522,685

4.4

▲ 17.8

0.00

▲ 2,101,990

7,978,762

1,000,000

11,805,684

179,564,239

1,000,000

9,703,694

187,543,001

13,129,876

617,006,406644,657,522

11,651,129 ▲ 11.3

4.527,651,116

▲ 1,478,747

○一時借入金の借入れの最高額：　1,900億円（前年度：1,900億円）

1



 

平成26年度予算の主な事業 

 

 ◎一 般 会 計  

 

１ 財政運営費   28億6,967万円  

 

（１）職員人件費（財政局）             【予算額  13億8,456万円】 

財政局（主税部、市債担当者分を除く 160人）の職員人件費を計上しています。 

 

（２）電子入札システム運用管理事業  【予算額  4億870万円】 

入札手続における事業者の利便性の向上と本市の契約事務の効率化を図るために

導入している電子入札システムの運用・管理を行います。 

また、通常の運用・管理に加え、ソフトのバージョンアップとともに機器の更新

を行い、システムの安定稼働確保を図ります。さらに、事業者の更なる利便性向上

等を図るため、システムの改善を行います。併せて、本システムの各区局における

契約事務への利用拡大に向けた取組を進めます。 

 

（３）公共施設・事業調整推進事業         【予算額     2,173万円】 

公共建築物については、26年４月に公表した「公共建築物マネジメントの考え方

（素案）」に対する市民意見募集を行い、その結果を踏まえて「公共建築物マネジ

メントの考え方」を策定するとともに、公表した考え方について市民との共有を進

めます。また、公共建築物の効果的な保全費の執行や将来の効率的な建替を見据え

た調査・研究を進めます。 

公共施設（都市基盤施設及び公共建築物）については、公共施設の長寿命化に関

する国の動向も踏まえ、保全計画等の充実に向けた全庁的な総合調整を進めます。 

公共事業の適正な執行については、技術審査会議や総合評価落札方式等を通じて

公共事業に係る品質確保・コスト縮減に取り組むとともに、市場価格を適切に反映

した予定価格での工事発注を進めます。また、国等発注事業での市内中小企業者の

受注機会の増大については、「横浜市内公共事業発注者連絡会」を通じて国等に働

きかけを進めます。 

 

（４）財政調整基金積立金              【予算額    3,800万円】 

財政調整基金の運用益について積み立てます。  

 

（５）減債基金積立金  【予算額   7億5,000万円】 

減債基金の運用益等について積み立てます。 
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２ 財産管理費   2億4,506万円  

 

財産管理の適正化、保有資産の有効活用・処分事業 

【公有財産管理費     予算額 1億5,262万円】 

【保有土地等活用検討費 予算額 3,559万円】 

【保有土地売却事業費   予算額 4,137万円】 

「横浜市資産活用基本方針」に基づき、時代に即した財産管理の全庁的な適正化を

推進するとともに、これまでの資産たな卸しの取組を踏まえ、積極的に保有土地・建

物の利活用や売却を進めます。 

用途廃止施設の敷地をはじめとする大規模未利用地等については、民間事業者のノ

ウハウを活かしながら、地域の課題解決につながるよう、資産活用を図るとともに、

利用見込みのない代替地等については、各区局と連携のうえ、公募売却を推進します。 

 

３ 税  務  費  127億3,718万円  

 

（１）税務事務人件費  【予算額   90億9,415万円】 

主税部及び各区役所の税務職員の人件費（1,213人）を計上しています。 

 

（２）納付しやすい環境整備促進事業        【予算額  1億5,647万円】 

市税収入について、コンビニエンス・ストアにおける収納事務委託や口座振替納

税の勧奨事業に加え、平成25年度から導入したペイジー収納の利用拡充等、納税者

にとって納付しやすい環境を整備することで、納期内の確実な収納を図ります。 

 

（３）歳入確保強化事業              【予算額    1,324万円】 

全庁的な未収債権整理については、23年度から国民健康保険料及び保育料の高

額困難案件を財政局に集約し、集中的に滞納整理に取り組んだことで、滞納額の

一定の縮減が図れたため、26年度からは本来の債権所管部署で滞納整理を行いま

す。 

財政局においては、引き続き、関係部署への指導・支援を行っていくこととし、

民間事業者を活用した早期未納者等への電話納付案内について、対象債権を更に

拡充して実施するとともに、徴収困難な案件を対象にした弁護士への徴収委任に

ついても継続して実施します。 

 

（４）税務広報事業等                【予算額         609万円】 

震災対策事業の財源のための個人市民税均等割引上げや、横浜みどり税の延長な

ど、その目的や内容などを市民の皆様にご理解いただくために、市税に関する広報

を充実させます。 

具体的には、市税の納税通知書や申告書の送付時に説明チラシを同封するほか、

環境創造局と連携した横浜みどり税及び横浜みどりアップ計画に係る広報リーフレ

ット等を区・局が実施する様々なイベント時に配布するなど、多くの市民の目に留

まるように、より積極的かつ効果的な広報を実施します。 
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（５）償還金及び還付加算金  【予算額  18億円】 

法人市民税の確定申告による還付金など、前年度以前の過誤納金及びその利子相

当分について、歳出予算から償還金及び還付加算金として支出します。 

 

４ 公  債  費  1,875億4,300万円  

 

（１）公債費                    【予算額 1,804億1,896万円】 

 

ア 元  金                   【予算額   1,403億609万円】 

（うち減債基金積立金    800億6,303万円） 

イ 利  子                   【予算額    388億6,883万円】 

 

ウ 公債諸費                  【予算額   12億4,405万円】 

 

（２）第三セクター等改革推進債公債費        【予算額   71億2,404万円】 

 

ア 元  金                   【予算額    64億9,940万円】 

（うち減債基金積立金    26億6,700万円） 

イ 利  子                   【予算額    6億2,290万円】 

 

ウ 公債諸費                  【予算額         174万円】 

 

５ 特別会計繰出金   97億369万円  

 

（１）水道事業会計繰出金  【予算額 12億5,325万円】 

水道事業に対して繰り出しを行います。 

 

（２）自動車事業会計繰出金  【予算額  3億6,162万円】 

自動車事業に対して繰り出しを行います。 

 

（３）高速鉄道事業会計繰出金  【予算額   80億8,882万円】 
高速鉄道事業に対して繰り出しを行います。 
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◎特 別 会 計  

 

１ 公共事業用地費会計    116億5,113万円   

 

（１）資産活用推進基金費 【予算額 19億7,698万円】 

資産活用推進基金の運用収益を積み立てるとともに、資産活用推進基金保有土地

の取得、処分を行います。 

 

（２）都市開発資金事業費 【予算額 17億8,350万円】 

都市開発資金事業債による用地の取得、処分を行います。 

 

（３）公共用地先行取得事業費 【予算額 78億9,066万円】 

公共用地先行取得事業債による用地の取得、処分を行います。 

 

２ 市債金会計  6,446億5,752万円  

 

（１）公債費                    【予算額  6,375億3,348万円】 

 

ア 元  金                  【予算額 4,820億6,939万円】 

 

イ 利  子 【予算額  728億9,917万円】 

 

ウ 公債諸費 【予算額 18億7,697万円】 

 

エ 減債基金積立金 【予算額 806億8,795万円】 

（うち一般会計分 800億6,303万円） 

 

（２）第三セクター等改革推進債公債費       【予算額 71億2,404万円】 

 

ア 元  金                  【予算額   38億3,240万円】 

 

イ 利  子                   【予算額     6億2,290万円】 

 

ウ 公債諸費                 【予算額          174万円】 

 

エ 減債基金積立金 【予算額   26億6,700万円】 
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参考：款項目別　予算額（財源内訳）

【一般会計】 (単位:千円)

国 県 その他 市債 一般財源

２款３項１目
財政運営費

2,869,666 2,919,578 ▲49,912 - - 545,867 - 2,323,799

２款３項２目
財産管理費

245,056 138,696,388 ▲138,451,332 - - 117,524 - 127,532

２款４項１目
税務管理費

9,096,166 9,564,520 ▲468,354 - 5,886,000 1,600,002 - 1,610,164

２款４項２目
賦課徴収費

3,641,016 3,687,199 ▲46,183 - - 16,040 - 3,624,976

16款１項１目
公債費(元金)

140,306,087 136,724,363 3,581,724 - - 1,934,396 - 138,371,691

16款１項２目
公債費(利子)

38,868,830 41,268,740 ▲2,399,910 - - 37,760 - 38,831,070

16款１項３目
公債費(公債諸費)

1,244,045 1,195,043 49,002 - - - - 1,244,045

16款２項１目
第三ｾｸﾀｰ等改革推進債
公債費(元金)

6,499,400 - 6,499,400 - - - - 6,499,400

16款２項２目
第三ｾｸﾀｰ等改革推進債
公債費(利子)

622,897 - 622,897 - - - - 622,897

16款２項３目
第三ｾｸﾀｰ等改革推進債
公債費(公債諸費)

1,742 376,093 ▲374,351 - - - - 1,742

17款１項15目
水道事業会計
繰出金

1,253,254 1,347,463 ▲94,209 - - - 523,000 730,254

17款１項16目
自動車事業会計
繰出金

361,619 570,076 ▲208,457 - - - - 361,619

17款１項17目
高速鉄道事業会計
繰出金

8,088,821 9,888,145 ▲1,799,324 - - - 1,615,000 6,473,821

18款１項１目
予備費

1,000,000 1,000,000 - - - - - 1,000,000

合　計 214,098,599 347,237,608 ▲133,139,009 - 5,886,000 4,251,589 2,138,000 201,823,010

款項目
26年度予算額の財源内訳26年度

予算額
25年度
予算額

増▲減
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【公共事業用地費会計】 (単位:千円)

国 県 その他 市債
一般会計
繰入金

１款１項１目
資産活用推進基金費
(資産活用推進基金積立金)

731,688 608,395 123,293 - - 731,688 - -

１款２項１目
資産活用推進基金費
(用地購入費)

1,245,290 3,444,427 ▲2,199,137 - - 1,245,290 - -

２款１項１目
都市開発資金事業費
(用地購入費)

1,000,000 1,000,000 - - - - 1,000,000 -

２款２項１目
都市開発資金事業費
(元金)

728,999 797,402 ▲68,403 - - 178,670 - 550,329

２款２項２目
都市開発資金事業費
(利子)

54,497 59,630 ▲5,133 - - 1 - 54,496

３款１項１目
公共用地先行取得事業費
(用地購入費)

1,200,000 - 1,200,000 - - - 1,200,000 -

３款２項１目
公共用地先行取得事業費
(元金)

6,100,684 6,550,238 ▲449,554 - - 6,100,684 - -

３款２項２目
公共用地先行取得事業費
(利子)

460,001 558,011 ▲98,010 - - 460,001 - -

３款３項１目
公共用地先行取得事業費
(減債基金積立金)

129,970 111,773 18,197 - - 129,970 - -

合　計 11,651,129 13,129,876 ▲1,478,747 - - 8,846,304 2,200,000 604,825

【市債金会計】 (単位:千円)

国 県 その他 市債
一般会計
繰入金

１款１項１目
公債費(元金)

482,069,394 460,108,745 21,960,649 - - 297,802,333 124,024,000 60,243,061

１款１項２目
公債費(利子)

72,899,170 77,871,781 ▲4,972,611 - - 34,030,340 - 38,868,830

１款１項３目
公債費(公債諸費)

1,876,965 1,708,122 168,843 - - 632,920 - 1,244,045

１款１項４目
公債費(減債基金積立金)

80,687,954 76,941,665 3,746,289 - - 624,928 - 80,063,026

１款２項１目
第三ｾｸﾀｰ等改革推進債
公債費(元金)

3,832,400 - 3,832,400 - - - - 3,832,400

１款２項２目
第三ｾｸﾀｰ等改革推進債
公債費(利子)

622,897 - 622,897 - - - - 622,897

１款２項３目
第三ｾｸﾀｰ等改革推進債
公債費(公債諸費)

1,742 376,093 ▲374,351 - - - - 1,742

１款２項４目
第三ｾｸﾀｰ等改革推進債
公債費(減債基金積立金)

2,667,000 - 2,667,000 - - - - 2,667,000

合　計 644,657,522 617,006,406 27,651,116 - - 333,090,521 124,024,000 187,543,001

款項目
26年度
予算額

25年度
予算額

増▲減
26年度予算額の財源内訳

款項目
26年度
予算額

25年度
予算額

増▲減
26年度予算額の財源内訳
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